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84．6．13．16：11；04A1 46．2 3．9　5，1　17．5253．8 207．6
84．6．13．16：34：40A。 47．2 3．1　4，6　10．245．7 198，5
84．6．14．12103：17B 59．5 2．8　3，0　10．8254．5 195．0
84．6．14．12：15：11A。 47．2 2．9　3，7　12，253．1 205．9
84．6．14．15：55：59B 59．5 5．0　3，5　20．6260．4 200，9






































































Time M distanceazimuth azimuthazimuth
Lat．　Long．Depth（km（km） A直。（deg）U－D　N－S　E－WA固。（deg）A肝一A帥（deg）
84．5．4．17：0036．149140．140　　0．0’ 5．1 235．0 3．ユ　　4．8　9．3251．6 196．6
84．5．4．17：0336．150140．149　　0．0 5．9 238．6 1．0　　1．6　7．O261．9 203．3
84．5．5．15：4136．209140．906　　37．53．O 73．8 262．8 0．5　－1．8－2．6280．9 198．6
84．5．8．23：0035．356140，404　’61．73．7 89．6 341．8 一〇．9　　1．2　0．1353．7 192．O
84．5．9．　1：2335．349140．424　　63．54．O 90．9 340．9 1．6　－2．O－0．3349．4 ！88．7
84．5．14．20；4936．016139．630　　43．62．8 43．4 74．1 一1．3－12，8　12．396．0 201．7
84．5．16．1315436．144140．902　　41．53．4 72．8 268．4 1．6　－3．8－4．7288．8 200．9
84．5．20．1714835．7 6140．085　　71．13．8 37．3 1．1 18．O－20，5　11．231．9 2］O．8
84．5．20．19：5435．770140．094　　69．84．O 39．1 359．9 17．5－21，0　！2，635．8 215．9
84．5．21．1515136．O12140．086　　67．63．O 12．3 3．O 2．5　－8．1　1．632．6 209．6
84．5．23．　110535．892140I525　　26－83．3 46．6 303．4 18．2　－9．1－4．8345．2 222．1
84．5．23．　713836．173139．840　　54．24．7 23．5 103．8 一1．O　－3．3　1．7120．5 196．6
84．5．23．　714436．174139．821　　52．9．2．9 25．2 103．1 1．0　　3．6－2－3113．5 190．3
84－5．25．21：2736．522140．495　　66．73．0 57．2 219．3 1．5　　4．1　2．6240．0 201．O
84．5．26．　9：1933．260140．698　　35．O5．0 322．3 350．3 2．3　－2．2　0．512．3 202．3
84．5．26．11；0636．001139．656　　46．12， 41．6 71．O 一1．O－10．1　8．96．4 205．2
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図10　3成分ひずみ計感圧部各セクションでのモノレタルの厚さの推定断面図．
　　　　左図は感圧部上端，右図は感圧部下端．
Fig．10　The　estimated　cross　sections　which　indicate　the　thickness　ofthe　mortar　at
　　　　the　detection　part　of　the　three－component　strainmeter．The1e丘is　the
　　　　upper　end　of　the　detection　part　and　the　right　the1ower　end．
と両者の平均値の違いが1度以内に求まった．両者の標準偏差の大きさから見て，1度以内と
いうのは偶然に近いが，これらの結果は観測装置の方位をN202Tとするのが妥当であるこ
とを示している．
　次に，推定された設置傾斜角と方位から求めた3成分ひずみ計感圧部の上端と下端での各
方向のモノレタルの厚さを図10に示す．ここで，3成分ひずみ計の最大傾斜角は，ジャイロス
コ』プによる検層結果から推定したものであり，直接の観測に裏付けられたものではないが，
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この方向にある可能性が最も高く，今後この3成分ひずみ計の観測結果から補正値を得る場
合の第1近似としては妥当なものである．設置方位の値も観測の標準偏差の大きさから考え
て，第1近似と位置付けるべきものであろう．モルタル壁の厚さの不均一性の影響について
は，今後数値計算などでその大きさを見積っていく必要があろう．また，最大傾斜角方向や
設置方位の1次近似値に対する補正値は，今後3成分ひずみ計の観測を行なって，地震時の
ステップや地球潮汐の解析などから求めていく必要があろう．
6．　ま　と　め
　当センター構内の約650mのボアホール内に設置され，3成分ひずみ計および微小地震計
3成分などを収めた地殼活動観測装置が，設置時の事故によりその設置方位および設置傾斜
角が不明になってしまったので推定した．その結果，次のような推定値が得られた．
（1）観測装置の軸心と孔芯とのなす角度は約10．4’，両者の間隔は3成分ひずみ計感圧部上
　端で10．5mmである．また3成分ひずみ計感圧部におけるモルタルの厚さは上端で最大
　40mm，最小19mm，下端で最大51mm，最小8mmである．孔井の最大傾斜方位はN35．
Wと推定されるので，観測装置の最大傾斜方位もこの方向である可能一性が高い．
（2）設置方位をおもり落とし法，発破観測，自然地震観測から推定した．おもり落とし法で
　はあまり良好な結果は得られなかった．発破観測および自然地震観測ではいくつかの良好
　なデータが得られ，それらから推定した設置方位の平均値および標準偏差はそれぞれ
　N201．5□E±4．τ，W202．3壮8．8。であった．これらから設置方位をN202Tと推定した．
　最後に，設置時に損傷した地震計水平動EW成分のケーブルが1984年秋に断線し，この成
分の観測が不可能になった．従って今後地震計の観測によって設置方位をより正確に求める
ことはできなくなった．
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